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特集記事１：学齢期の発達障害児の放課後の過ごす場について② 

      （児童館・児童センター） 

  

※アーチルは「仙台市発達相談支援センター」の愛称です。子供から大人まで，発達障害の方の支援を行っています。 

※ちぇなっぷは「CHIN UP！（前を向いて）」の意味です。 

 

○ 児童館はどんな施設？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 児童館を利用できるのはどんな人？ 

 

 

 

 

 

 

○ いつ利用できるの？ 

 

 

 

 

○ どこにあるの？ 

 

 障害の有無にかかわらず、児童（0～18歳未満）は誰でも利用可能です（未就学児童は保護者同

伴で利用してください）。 

 児童クラブのみ利用対象が小学生に限られており、利用する場合は事前登録が必要です。登録に

は、保護者が就労しているなどのほか、児童が集団生活を送ることができることなどの要件がありま

すので、詳しくは最寄りの児童館にお問い合わせください。 

開館日：日曜・祝日・年末年始を除く毎日 

開館時間（※）：午前９時～午後６時（土曜日は午後５時まで） 

※ 児童クラブは開設時間が異なります。 

 概ね各小学校区に1箇所整備されています（小学校の敷地内や近隣、市民センター併設など）。 

 児童館は、「あそび」を通して、子ども達の健康の増進と心の豊かさを育むことを目的とした施設

です。具体的には、主に以下の役割を担っています。 

● 自由来館児童への遊びの場の提供や遊びの指導 

● 親子を対象とした行事の開催や子育て相談、子育てサークルの育成などの子育て家庭支援 

● 地域との連携事業の実施や交流活動、児童館を拠点に活動する団体の支援 

● 児童クラブ（就労などの理由で、日中家庭に保護者がいない小学１～６年生（※）が対象。登録

制・有料）の運営 

※ 児童クラブの対象学年は、現在、段階的に引き上げられており、平成31年4月から、6年生まで

の児童が対象になります。 

≪今月の内容≫ 

（特集記事１） 

 学齢期の発達障害児の放課後の 

 過ごす場について② 

 （児童館・児童センター） 

（特集記事２） 

 東四郎丸児童館訪問レポート 

開館時間中は、常時、児童厚生

員がいるので、どなたでも安心

して利用できます♪ 

裏面では、実際の児童館の様子

をレポートしています★☆ 

 学齢期の子ども達が健やかに成長していくためには、いまや福祉も教育も子育て支援も一緒に協働していく

ことが欠かせません。現在、アーチルでは、発達障害者支援地域協議会「学齢期の連携のあり方検討部会」で

学齢期における「切れ目ない支援」を実現するための連携について検討しています。 

 今回は、学齢期の児童が放課後を過ごす場の中から、児童館・児童センターについて特集いたします。 



 平成31年２月25日、「仙台市東四郎丸児童館」へ伺いました。当日は2月にしては大変暖かく、

気持ちのいい天気の中、館長の小岩さんから貴重な話をお聞きすることができました。その一部を

ご紹介します。 

 

≪連絡先≫ 仙台市北部発達相談支援センター（北部アーチル）電話：０２２－３７５－０１１０ 

仙台市南部発達相談支援センター（南部アーチル）電話：０２２－２４７－３８０１ 

≪ホームページ≫ 「アーチル」で検索 

   ※この広報紙についてのご意見・お問い合わせは北部アーチルにお寄せ下さい。 

 

 特集記事２： 東四郎丸児童館 訪 問 レ ポ ー ト 

▲自由来館の児童は何名位？ 

平日は5～20名程度。イベントがあるときは、50

名位の児童が集まる日もあります。 

●どんな活動をしていますか？ 

季節の行事などを大切にしています。自分でご飯を

作れるようにしてあげたいので、ご飯作りもしま

す。保護者会では、親子で29.5ｍのロング海苔巻

もみんなで作りました。 
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≪編集後記≫ 

初めて児童館を訪問させていただきましたが、子ども達の笑顔が素敵で、その場にいるだけで元気をたくさんも

らえました。障害の有無にかかわらず、地域に子ども達が安心して過ごすことができる居場所があるって素晴ら

しいですね。【Ｓ】 

 広々としていて思いっきり運動できます！！ 

         

 

       

        

★児童館で大切にしていることは？ 

「ただいま」と自宅のように帰れる場にしたいと思

い児童館を立ち上げているので、家庭のような場に

したいと考えています。 

■仕事のやりがいはどんな時に感じますか？ 

 子ども達が天真爛漫に笑っている姿を見せてくれ

ること。そして子ども達が変化していく姿を見る

と。自分で「こうしていきたい」と選択できる力を

育て、子ども達が未来に希望を持てるように少しで

も応援できたらいいです。 

☆地域とのつながりは？ 

東四郎丸小学校の放課後子ども教室とコラボで月

１回イベントを開催しています。子ども達がハロ

ウィンの仮装をして、地域を回ったりして交流を

持つこともあります。 

 障害のある子もいますが、子ども達は互いに自

然に受入れて過ごしています。子ども達には「障

害も含めてさまざまな人がいる」ということを学

んでもらいたいです。 

 児童館の外観写真。隣にはコミュニティセンター

も併設されており、年齢問わず利用されています。  


